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燃えよ！消防魂（広島県消防ポンプ操法競技大会）
連載
健康通信　なくそう！望まない受動喫煙
お知らせ
消費税率引き上げに伴うきたひろネット利用料の改定
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おとくんち
九日炎の祭典神楽奉納（15ページに関連記事）

連載
防災最前線　火事・救急・救助は 119番
まちの話題
ドミニカ共和国に和太鼓を寄贈！　ほか
お知らせ
祝　100歳おめでとうございます
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消防魂消防魂
燃えよ！燃えよ！

広島県消 防 ポ ン プ 操 法 競 技 大 会

　

９
月
７
日
（
土
）、
県
消
防
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
消
防
団

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
出
場
13
チ
ー
ム
の
う
ち
優

良
賞
の
第
５
位
に
入
賞
し
、
ま
た
、
１

番
員
の
田た
な
か中 

彰あ
き
ら

選
手
が
部
門
別
最
優

秀
賞
を
受
賞
。
今
大
会
に
向
け
て
の
厳

し
い
訓
練
で
培
っ
た
消
防
技
術
や
団
結

力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

部
門
別
最
優
秀
賞
（
１
番
員
）

　
　
　
　
田た
な
か中 

彰あ
き
ら 

選
手
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ワンデル選手
（30歳）
男子 66kg 級

得意技：背負い投げ
リオオリンピック
7 位。２大会連続
出場を目指す。

メディクソン選手
（23歳）
男子 81kg 級

得意技：大外刈り
成績上昇中。ダン
スが得意。

ロベルト選手
（22歳）
男子 90kg 級

得意技：内股
明るさはチームで
No.1。同国初の国
際グランプリ３位。

レウイス選手
（24歳）

男子 100kg 級
得意技：背負い投げ
勤勉家で日本語習
得中。

ホセ選手
（22歳）

男子 100kg 超級
得意技：大外刈り
チーム一の長身。
音楽が大好き。

交流しよう！楽しもう！

ホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウンホストタウン
木

練習公開
見学無料

ドミニカ共和国
柔道代表チーム事前合宿

千代田運動公園
11月11日▶21日月

事前合宿の詳しい日程は、決まり次第
町のホームページでお知らせします

　今年も、2020 年の東京オリンピックを目指すドミニ
カ共和国柔道代表チームが事前合宿で当町を訪れます。
　交流イベントや、練習の公開などを行う予定ですので、
選手たちを見かけたら気軽に「Hola（オラ）」と声をか
けてください。このページでは、柔道代表チームのコー
チや選手たちを紹介します。

エステファニア選手
（23歳）
女子 48kg 級

得意技：裏投げ
ママさん柔道家。

アナ選手
（22歳）
女子 57kg 級

得意技：大外刈り
　　　　払い腰
中南米大会では敵
無しの実力者。

エルメルト選手
（33歳）
男子 60kg 級

得意技：背負い投げ
代表チーム最年長
の選手。
ワンデル選手の兄。

マニュエルコーチ
（36歳 )

選手の信頼抜群。
幼少から見ている
エステファニア選
手とは親子のよう
な関係。

ウイルキンコーチ
（35歳）

ドミニカ共和国ナ
ショナルチーム統
括コーチ。

問生涯学習課 ふるさと夢プロジェクト係　IP ☎０５０－５８１２－１８６４
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健　
康
　
信
通

第175回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

た
ば
こ
は
、
喫
煙
者
が
吸
う
煙
だ
け

で
は
な
く
、
立
ち
昇
る
煙
や
喫
煙
者
の

吐
き
出
す
煙
に
も
、
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー

ル
な
ど
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
言
い
、
非

喫
煙
者
の
健
康
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

「
受
動
喫
煙
と
の
関
連
が
確
実
に
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
肺
が
ん
・

虚
血
性
心
疾
患
・
脳
卒
中
・
乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
（SID

S

）
の
４
疾
患
で
、

全
国
で
年
間
約
１
万
５
千
人
が
受
動
喫

煙
関
連
死
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

国
は
、
平
成
30
年
７
月
に
健
康
増
進

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
公
布
し
、

令
和
２
年
４
月
１
日
の
全
面
施
行
に
向

け
て
段
階
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

県
で
も
、
７
月
に
広
島
県
が
ん
対
策

推
進
条
例
を
一
部
改
正
し
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 60 会場で
実施中です。参加者の声を紹介します。

健
康
増
進
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

1
多
く
の
施
設
で
、
屋
内
が
原
則
禁
煙

〇 

多
数
の
利
用
者
が
い
る
施
設
、
旅
客

運
送
事
業
船
舶
・
鉄
道
、
飲
食
店
な

ど
の
施
設
で
は
、
屋
内
は
原
則
禁
煙

に
な
り
ま
す
。（
※
所
定
の
要
件
に
よ

り
喫
煙
室
の
設
置
が
可
能
）

〇 

学
校
、
病
院
、
児
童
福
祉
施
設
、
行
政

機
関
、
旅
客
運
送
事
業
自
動
車
・
航
空

機
は
、
屋
内
完
全
禁
煙
に
な
り
ま
す
。

2
屋
内
へ
の
喫
煙
室
の
設
置

〇 

施
設
に
お
け
る
事
業
の
内
容
や
経
営

規
模
に
よ
り
、
施
設
の
種
類
や
場
所

ご
と
に
喫
煙
室
の
設
置
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
喫
煙
室
が
あ
る
場
合
、

必
ず
標
識
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

3

20
歳
未
満
の
喫
煙
エ
リ
ア
立
ち
入
り
禁
止

〇 

喫
煙
目
的
で
な
く
て
も
喫
煙
エ
リ
ア

へ
の
立
ち
入
り
が
禁
止
に
な
り
ま
す
。

　　
令
和
２
年
４
月
の
全
面
施
行
ま
で
は
、

施
設
に
よ
っ
て
、
喫
煙
室
の
設
置
や
標

識
の
提
示
な
ど
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
⑧
】　

　
薬
を
正
し
く
服
用
し
、
血
糖
値
を
適
切

に
管
理
す
る
と
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
慢
性

腎
臓
病
な
ど
合
併
症
が
発
症
す
る
危
険
度

が
低
く
な
り
ま
す
。
薬
の
量
と
服
用
時
間

は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

〇
仕
分
け
の
箱
を
使
う

〇
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
薬
を
置
く

〇
家
族
に
声
を
か
け
て
も
ら
う

〇
タ
イ
マ
ー
を
使
う

服
薬
で
注
意
す
る
こ
と

〇 

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

お
薬
手
帳
を
忘
れ
ず
に
見
せ
ま
し
ょ
う

〇 

お
酒
を
飲
む
人
は
、
薬
の
作
用
に
影
響

す
る
の
で
、
主
治
医
に
伝
え
ま
し
ょ
う

〇 

副
作
用
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
薬
を
飲
む

こ
と
を
中
断
し
た
り
放
置
せ
ず
、
主
治

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

〇
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

体
操
は
、
ほ
ん
ま
に
え・

・え
こ
と
だ

と
し
み
じ
み
実
感
し
ま
す
。
気
軽
に

行
け
て
、
い
つ
で
も
み
ん
な
と
話
せ

る
場
所
が
あ
る
の
は
心
の
支
え
に
な

り
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ん
な

現
役
の
農
家
で
、
歳
を
と
っ
て
く
る

と
足
腰
が
痛
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
で
き
る
範
囲
の
体
操
を
自

分
な
り
に
や
り
続
け
て
い
ま
す
。
会

館
へ
来
て
話
を
す
る
だ
け
で
も
元
気

が
で
ま
す
。

元
気
ク
ラ
ブ
を
始
め
て
、
以
前
よ

り
も
笑
う
回
数
が
増
え
、
気
持
ち
が

明
る
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
会
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

阿戸元気クラブ
（毎週水・金曜日）午後２時～３時 30 分

服用時間の
指示 めやす

食前 食事 30 分前

食直前 食事の直前

食直後 食事の直後

食後 食後 30 分以内

食間 食後 2 時間後
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ

う
か
つ括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

介
護
予
防
・
日
常
生
活

　
　
　
　
　
　

  
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
「
年
を
と
る
と
心
身
の
機
能
が
低
下

し
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

要
注
意
で
す
。

□ 

体
を
動
か
す
こ
と
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た

□
も
の
忘
れ
が
増
え
て
き
た

□
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た

　
い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
体

や
心
の
変
化
に
早
く
気
づ
き
、
体
の
機

能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

基
準
緩
和
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

  「
ス
キ
ッ
と
元
気
塾
」

　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
や
脳
ト

レ
な
ど
、
楽
し
く
学
ぶ
原
則
６
か
月
の

教
室
で
す
。

　
２
か
月
に
一
度
、
栄
養
士
と
一
緒
に

食
事
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
栄
養
不

足
を
改
善
す
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士
と
一
緒
に
口

（
歯
や
入
れ
歯
）
の
手
入
れ
、
口
の
渇

き
や
む
せ
予
防
、
し
っ
か
り
噛か

む
た
め

の
体
操
な
ど
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
対
象
者

　

要
支
援
１・
２
の
認
定
を
受
け
た
人

や
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
運
動
機

能
や
心
身
機
能
の
低
下
の
有
無
を
確
認

す
る
た
め
の
調
査
票
）
に
該
当
し
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
教
室
に
参
加

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
人
が

対
象
で
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
、
健
康
状
態
や
生
活
の
困

り
ご
と
を
聞
き
取
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
す
。

参
加
期
間

　

教
室
は
週
１
回
（
原
則
６
か
月
間
）

で
、
い
つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
教
室
で
学
ん
だ
内
容
を
自
宅
で
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
数
か
月
後
に
フ
ォ
ロ
ー

教
室
を
実
施
し
ま
す
。

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

　
　
　
　
　
　 

改
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
10
月
か
ら
介
護
報
酬
の
改
定
が
行

わ
れ
、
区
分
支
給
限
度
基
準
額
（
※
）

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
要
介
護
状
態

区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
上
限
額

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
定
後
の
区
分
支
給
限
度
基
準
額

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
１
日
か
ら
）

　
要
支
援
１　
　
　
５
，
０
３
２
単
位

　
要
支
援
２　
　
１
０
，
５
３
１
単
位

　
要
介
護
１　
　
１
６
，
７
６
５
単
位

　
要
介
護
２　
　
１
９
，
７
０
５
単
位

　
要
介
護
３　
　
２
７
，
０
４
８
単
位

　
要
介
護
４　
　
３
０
，
９
３
８
単
位

　
要
介
護
５　
　
３
６
，
２
１
７
単
位

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
は
区
分
支

給
基
準
限
度
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
改
定
に
よ
る
被
保
険
者
証

の
差
し
替
え
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
交
付
年
月
日
が
９
月
30
日
以
前
の
被

保
険
者
証
は
、
10
月
１
日
以
降
、
改
定

後
の
区
分
支
給
限
度
基
準
額
に
読
み
替

え
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課 

介
護
保
険
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

時
間　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　
月
曜
日　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
サ
ン
ク
ス
２
階

　
火
曜
日　
芸
北
文
化
ホ
ー
ル

　
水
曜
日　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
サ
ン
ク
ス
２
階

　
木
曜
日　
豊
平
ふ
れ
あ
い
健
康
館

　
金
曜
日　
大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

　
※
い
ず
れ
の
会
場
も
送
迎
あ
り

自
己
負
担
額
（
１
回
あ
た
り
）

　
１
回　
３
０
０
円（
１
割
負
担
の
方
）

　
　
６
０
０
円（
２
割
負
担
の
方
）

　
　
９
０
０
円（
３
割
負
担
の
方
）

問
・
申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

スキッと元気塾
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　ふるさと寄附を通じて、全国から当町を応援していただきありがとうございました。
　平成 30 年度の寄附金は次の事業に活用しました。引き続き応援をお願いします。

平成30年度　ふるさと寄附金 運用状況

15 事業　2,000 万円

問企画課 定住推進係　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

事　業　名 事　業　内　容 充当金額

芸北高原の自然館費
生物多様性の保全や地球温暖化対策の両立を目指し、小中学生や
町民を対象に町花のササユリが生育できる里地・里山の創出に向
けた啓発事業を実施しました。

140 万円

河川維持修繕事業 平成 29 年の梅雨前線豪雨により被災した箇所のうち、国庫負担の
対象とならなかった被災箇所の河川維持修繕工事を行いました。 75 万８千円

諸費 山県郡友会が運営する「広島県神楽競演大会」へ補助をしました。
町内の神楽団も多数出演し、町内産品の販売も行いました。 10 万円

観光振興対策事業 神楽の振興や知名度の向上、神楽ファンの拡大を目的として、道
の駅舞ロード IC 千代田で神楽の定期公演を行いました。 190 万円

芸北公民館管理運営事業 芸北高原秋まつりと共催し、こども神楽の発表と芸能文化活動の
総合的ステージイベントを行いました。 40 万円

文化財保護管理事業

ユネスコの無形文化遺産・国重要無形民俗文化財「壬生の花田植」
を公開し、「壬生の花田植と無形文化財合同まつり」を開催しま
した。その他、新庄芸術保存会、飾り牛保存会、原東田ばやし保
存会などの支援をしました。

120 万円

小学校管理事業 老朽化の進んでいる小学校施設などの改修を行いました。 30 万円

中学校管理事業 老朽化が進んでいる中学校施設の修繕や備品の更新を行いました。 20 万円

小学校教育振興事業 町内の各小学校に図書を購入し、芸北小学校には、ICT 教育推進
のため、授業用タブレット（児童用）を整備しました。 300 万円

中学校教育振興事業 町内の各中学校に図書を購入しました。 50 万円

北広島町図書館運営費 生涯学習と文化活動の拠点として、誰もが気軽に楽しく利用でき
る図書館運営を図るため、図書資料を購入しました。 70 万円

ふるさと夢プロジェクト事業 143 名の児童が町内の民泊家庭での体験をしました。
植
う え ま つ

松 努
つとむ

氏の講演会を行い、児童と一緒にロケットを作りました。 182 万円

コミュニティ振興対策事業 各地域協議会へ活動費を助成しました。 102 万 2 千円

協働のまちづくり推進事業 協働による「住民と町が一体となったまちづくり」を推進するた
め、ワークショップやファシリテーターの研修を行いました。 600 万円

一般企画事業 ふるさと寄附のサブサイトを制作しました。 70 万円

ふるさと夢プロジェクト事業（ロケットを飛ばそう） 芸北公民館管理運営事業（こども神楽の発表）
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北広島町まちづくりセンター新築工事が始まりました
　９月２日（月）に北広島町まちづくりセンター
の起工式が行われました。現在、既設物の撤去・
整地、地盤改良の段階に進んでいます。
　令和２年９月末の完成を予定している新セン
ターは、多目的室をはじめ、クッキングスタジ
オ、アトリエ、図書スペース、コワーキングス
ペース、200 人が収容できるホールなどを備
える施設になります。
　今後の工事進捗状況は、町広報紙や町ホーム
ページで随時お知らせします。

▶設計コンセプト
広場の大きなかさ
～住民が集う環となり、活動に出会う～
▶施工業者
錦建設・ＳＵＭＩＤＡ特定建設工事共同企業体
▶請負金額
10 億 3,785 万円
▶完成予定
令和２年９月末

問企画課 地域づくり係　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

完成予想図

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームに加入しました
　地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム
は、ＳＤＧｓの達成に取り組む行政と企業など
の官民連携の場として国が設置したものです。
　当町では、８月にこのプラットフォームに加
入しました。今後、町が抱える課題などをプラッ
トフォームを活用して、官民で連携し、解決に
向けて取り組みます。
　詳しくは、町ホームページで随時お知らせし
ます。

SDGs とは…
　SustainableDevelopmentGoals（持続
可能な開発目標）の略。国際社会全体の開発目
標で、全世界の全ての人たちが「持続的」に「人
らしく」生きるために設定された 17 の開発目
標と、これを達成するための 169 の細かい目
標値のこと。

●官民連携による先駆的取り組み
　（プロジェクト）の創出

町 民間団体
など

地方創生ＳＤＧｓ
官民連携

プラットフォーム

パートナーシップ推進

イノベーション加速

●SDGs の達成と持続可能な
　まちづくり（経済・社会・環境）
　による地方創生の実現

問企画課 政策立案室　IP ☎０５０－５８１２－１８５６
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消費税率引き上げに伴うきたひろネット利用料の改定
　10 月 1 日から消費税率が 8% から 10% に引き上げられました。そこで、きたひろネット利用料
を下の表のとおり改定しました。消費税の価格転嫁についてご理解ください。
▶適用時期　　11 月請求分（10月利用分）から（納期限 12 月２日）

問きたひろネットセンター　IP ☎０５０－５８１２－７４４７

区分
金額

単位改訂前（8％） 改定後（10％）
基本料　※ 2,057 円 2,095 円 月

インターネット

1 Ｍ bps 2,982 円 3,038 円 月
10 Ｍ bps 3,394 円 3,457 円 月
30 Ｍ bps 4,628 円 4,714 円 月

120 Ｍ bps 6,172 円 6,286 円 月

インターネット（固定 IP）
10 Ｍ bps 6,788 円 6,914 円 月

120 Ｍ bps 12,343 円 12,571 円 月
多チャンネル　ミニ 822 円 838 円 月
音声お知らせ端末２台目 617 円 629 円 1 台／月
モデム端末２台目 1,234 円 1,257 円 1 台／月
請求明細書送付停止サービス -51 円 -53 円 1 通／月
Wi-Fi ケーブルモデム貸与サービス（初期費用） 1,080 円 1,100 円 回
Wi-Fi ケーブルモデム貸与サービス（利用料） 270 円 275 円 月
国内固定電話への通話 8.6 円 8.8 円 3 分
国内携帯電話・ＰＨＳへの通話 17.172 円 17.49 円 １分
有料となるＩＰ電話との通話 8.6 円 8.8 円 3 分

※ 基本料半額減免の場合、改定後の基本料は 1,048 円です。
※ 上の表に記載していないオプションサービスについては、きたひろネットセンターへお問い合わせ

ください。

自衛官募集のお知らせ
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦・一般）

中卒（見込み含む）
17歳未満の男子

【推薦】
11月1日（金）～
　　11月29日（金）

【一般】
11月1日（金）～
令和2年１月６日（月）

【推薦】
令和２年１月５日（日）・１月6日（月）
※いずれか指定する日

【一般】
１次：令和２年１月18日（土）
２次：令和２年１月31日（金）～２月３日（月）
※いずれか指定する日

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満 通年 受付時にお知らせします

問自衛隊可部募集案内所　☎０８２－８１５－３９８０
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地域おこし協力隊通信

北
広
島
町
の
大
自
然
キ
ャ
ン
プ
！

　
町
内
で
、
毎
年
夏
に
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
夏
、
私
は
２
団
体
の
キ
ャ
ン
プ
を

手
伝
い
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
芸
北
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で

の
２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン
プ
、「
ト
ム
ソ

ー
ヤ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」。

　
水
鉄
砲
作
り
、
川
遊
び
、
か
ま
ど
作

り
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
、
お
か
ず
作
り
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
作

り
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
参
加
人
数
は
58
人
と
多
く
、
大
学
生

サ
ー
ク
ル
「
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
組
」
と
、
芸

北
分
校
の
高
校
生
も
大
奮
闘
さ
れ
て
い

ま
し
た
！

二
つ
目
は
、
豊
平
の
旧
酒
森
小
学
校

を
利
用
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
14
日

間
の
キ
ャ
ン
プ
、「
夏
の
分
校
２
分
の

１
か
月
」。
25
年
前
か
ら
、
地
球
派
塾

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
自
然
学

校
が
地
域
の
人
と
協
力
し
合
っ
て
、
始

め
た
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
定
員
は
24
名
。

廃
校
に
な
っ
た
時
の
小
学
生
の
人
数
が

24
名
だ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
自
主
性
に
任
せ
な
が
ら
、

教
育
の
プ
ロ
の
力
や
近
所
の
人
、
大
学

生
の
力
を
結
集
し
た
14
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
洗
濯
・
炊
事
も
自
分
た
ち
で
行
い
、

自
然
の
中
で
楽
し
く
集
団
生
活
を
す
る
力

を
養
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
大
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
て
、
川
遊
び
も
で
き
、
虫
や
草
木
も

遊
び
友
達
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
の

生
活
で
は
、
自
然
体
験
と
と
も
に
、
人
同

士
の
集
団
で
の
生
活
の
方
法
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ラ

キ
ラ
目
が
輝
き
、
五
感
を
使
っ
て
考
え
な

が
ら
成
長
し
て
、
自
信
を
つ
け
て
い
っ
て

い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
ス
タ
ッ
フ
は
と
て
も
大
変

で
す
が
、
自
然
体
験
の
機
会
が
子
ど
も
た
ち

か
ら
奪
わ
れ
て
い
く
中
、
こ
の
取
り
組
み
は

と
て
も
有
意
義

で
す
。
北
広
島

町
の
自
然
環
境

や
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
、
こ

の
ま
ま
残
っ
て

行
き
ま
す
よ
う

に
。

　

 （
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
前ま
え
だ田 

奈な

つ

え
津
枝
）

夏の分校 2 分の 1 か月では藍染め
体験教室をしました

2020年農林業センサスを実施します
　農林業の生産構造、就業構造を明らかにし、
農山村の実態を総合的に把握するために、5
年ごとに農林業を営んでいるすべての農家、
林家や法人を対象に調査を実施しています。
　令和２年２月１日を基準日として調査を実
施しますので、調査票の記入やオンラインで
の回答など、ご協力をお願いします。

▶調査の時期
〇農林業経営体調査
　（令和元年 12 月中旬～令和 2 年 2 月末）
〇農山村地域調査
　（令和元年 12 月上旬～令和 2 年 2 月末）

問総務課 情報電算係　
　IP ☎０５０－５８１２－１８５０
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

 

11
月
９
日　
１
１
９
番
の
日

11
月
９
日
～
11
月
15
日　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

～
火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番
～

　
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」で
す
。

こ
の
日
は
、
消
防
の
仕
事
や
１
１
９
番

通
報
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
が
い
ち
早
く
現
場
に
到
着
す

る
た
め
に
は
、
通
報
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。
落
ち
着

い
て
正
確
な
１
１
９
番
通
報
が
行
え
る
よ
う
に
、
通
報

の
流
れ
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
！
　

　

11
月
9
日
（
土
）
か
ら
11
月

15
日
（
金
）
ま
で
の
１
週
間
「
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
、「
住
宅
防
火
い

の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）」

を
掲
げ
て
、
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く

な
る
と
と
も
に
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

10
月
１
日
現
在
、
町
内
で

は
15
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
11
件

が
枯
草
の
焼
却
や
た
き
火
な

ど
の
火
を
放
置
し
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

火
を
使
用
す
る
際
は
、
水

バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
を
用
意
し
、
そ
の
場
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例
★

　
︻
事
例
︼

　
書
斎
に
あ
る
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
ふ
く
射
熱
（
温
度
の

高
い
物
体
か
ら
放
出
さ
れ
、
空
間
を
通
し
て
他
の
温
度

の
低
い
物
体
に
伝
達
さ
れ
る
熱
）
に
よ
り
、
布
製
ク
ッ

シ
ョ
ン
に
着
火
。

　
居
室
に
い
た
住
人
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音

に
気
づ
き
、
１
１
９
番
通
報
。
無
事
屋
外
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

119 番通報の流れ
消防署 通報者

火事ですか？
救急ですか？

「火事です。」または「救
急です。」
※どちらかはっきりと

場所はどこですか？
「○○の○○番地です。
○○の近くです。」
※目標となるものがあれば
　伝える

（火事の場合）
何が燃えていますか？

「○階の○○が燃えてい
ます。」
※具体的に伝える

（救急の場合）
どうしましたか？

「○○がお風呂場で倒れ
ました。」
※具体的に伝える

お名前と電話番号は？ 「私は○○です。電話番号
は○○ -○○○○です。」

３つの習慣３つの習慣４つの対策４つの対策
○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※上記のほかに、詳しい状況を聞き取ります
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●
設
置
補
助
金

町
で
は
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

区
域
外
へ
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
補
助
金
申
請
の
申
し
込
み

は
、
原
則
12
月
末
ま
で
で
す
。
な
お
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
事
前
に
浄

化
槽
設
置
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
中
に
設
置
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
早
め
に
上
下
水
道
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
建
設
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

補
助
金
限
度
額

５
人
槽　
55
万
４
千
円

７
人
槽　
67
万
９
千
円

　
10
人
槽　
88
万
８
千
円

※ 

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
変
更
す
る
場
合
に
は
、
９
万

円
を
加
え
た
額
と
し
ま
す
。

補
助
対
象

〇 

町
内
在
住
者
ま
た
は
定
住
予
定
者

が
、
居
住
を
目
的
と
す
る
住
宅
に
設

置
す
る
も
の

〇 

個
人
（
事
業
系
を
除
く
）
が
設
置
す

る
も
の
で
、
年
度
内
に
設
置
が
完
了

す
る
も
の

補
助
対
象
外

〇 

町
税
ま
た
は
町
施
設
の
使
用
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
者

〇 

住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃
借
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
も
の

〇 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
さ
れ
た
家

屋
を
建
て
替
え
・
増
築
す
る
場
合
の

浄
化
槽
設
置
や
既
設
合
併
処
理
浄
化

槽
の
更
新
・
改
築
を
行
う
も
の

● 
維
持
管
理
補
助
金

　
　
　
　
（
千
代
田
地
域
・
豊
平
地
域
）

す
で
に
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区
域

外
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、

適
正
な
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・
清
掃
）

を
行
っ
て
い
る
人
へ
、
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
１
年
間
分
の
維
持
管
理
に
要

し
た
費
用
と
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落

排
水
の
使
用
料
と
の
差
額
を
補
助
金
限

度
額
内
で
年
額
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
芸
北
・
大
朝
地
域
は
、
協
議

会
方
式
に
よ
り
維
持
管
理
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

※ 

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄

化
槽
は
補
助
対
象
外
で
す
。

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
（
設
置
・
管
理
費
）
補
助
金

下
水
道
の
使
用
に
つ
い
て

町
で
は
、
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
を
整
備
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
は
、
小

型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

制
度
を
創
設
し
、
生
活
雑
排
水
の
浄
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が
整

備
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
ま
だ
接
続
が

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
接
続
に
向
け
て
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
を
処
理
施
設
に
送
る
た

め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
物
が
詰
ま

る
な
ど
の
事
案
が

た
び
た
び
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の

修
繕
費
用
は
、
１

か
所
で
約
10
万
円

程
度
か
か
り
ま

す
。
水
に
溶
け
な
い
物
は
決
し
て
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
施
設
を
安
心
し
て
使
用
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①�

ト
イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け
る
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
す
る

②�

水
に
溶
け
な
い
物
（
タ
オ
ル
・
オ
ム

ツ
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）

を
流
さ
な
い

③�

台
所
か
ら
出
る
ご
み
（
野
菜
く
ず
・

残
飯
・
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
）
を
流
さ

な
い

④�

ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発

性
の
高
い
も
の
を
流
さ
な
い

⑤
洗
剤
は
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用
す
る

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
産
業
建
設
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

物が詰まったマンホールポンプ

問
上
下
水
道
課 

工
務
係
・
管
理
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

芸
北
支
所 

産
業
建
設
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
２

大
朝
支
所 

産
業
建
設
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
８
０
０
１

豊
平
支
所 

産
業
建
設
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
４

11 Public Relations Kitahiroshima
  2019.11



障がいを知り、共に生きる

　障がいのある人や指定難病の対象の人が、日常生活を送るうえで必要な様々な用具を給付します。
　日常生活用具ごとに、対象となる障がいや程度が異なります。また、対象用具でも購入後の申請は
給付できませんので、必ず事前に福祉課へ相談してください。

項目 種類 具体例

1 介護・訓練支援用具 特殊寝台、特殊マット、特殊尿器、入浴担架、体位変換器、移動用
リフト、訓練いす、訓練用ベッド

2 自立生活支援用具
入浴補助用具、便器、頭部保護帽、T 字状・棒状のつえ、移動・移
乗支援用具、特殊便器、火災報知機、自動消火器、電磁調理器、歩
行時間延長信号機用小型送信機、聴覚障害者用屋内信号装置

3 在宅療養等支援用具
透析液加温器、ネブライザー ( 吸入器 )、電気式たん吸引器、酸素
ボンベ運搬車、盲人用体温計 ( 音声式 )、盲人用体重計、動脈血中
酸素飽和度測定器 ( パルスオキシメーター )

4 情報・意思疎通支援用具

携帯用会話補助装置、情報・通信支援用具、点字ディスプレイ、
点字器（両面用・片面用）、点字タイプライター、視覚障害者用ポ
ータブルレコーダー ( 録音再生・再生専用 )、視覚障害者用活字文
書読み上げ装置、視覚障害者用拡大読書器、盲人用時計 ( 触読式・
音声式 )、聴覚障害者用通信装置（FAX・テレビ電話など）
聴覚障害者用情報受信装置、視覚障害者用音声 IC タグレコーダー、
人工咽頭 ( 笛式・電動式 )、点字図書

5 排泄管理支援用具 ストマ用装具（蓄便袋・蓄尿袋）、紙おむつなど（紙おむつ・脱脂綿・
サラシ・ガーゼ・洗腸装具）、収尿器

6 住宅改修費

居宅生活動作補助用具
①手すりの取付け②段差解消③滑り防止や移動の円滑化などのため
の床または通路面の材料の変更④引き戸などへの扉の取替え⑤洋式
便器などへの便器の取替え⑥その他前各号の住宅の改修のために必
要となる住宅改修

※ 用具ごとに助成上限額、耐用年数が決められています。課税状況により 1 割の自己負担が生じ、
助成上限額を超える部分については自己負担です。

※ 介護保険対象の人は、介護保険制度が優先されます。同じ用具がある場合には、介護保険制度を利
用してください。

問福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

～アートは喜び。アートは生きる力。～　
　障がいのある人が制作した芸術作品の展覧会です。輝く感性と創造のエ
ネルギーの込められた作品は、見る人に夢や元気、生きる力を与えてくれ
ます。ぜひ、会場へお越しください。
▶開催期間　10 月 29 日（火）～ 11 月３日（日）　午前９時～午後５時
　　　　　　 ※ 11 月１日（金）は午後７時まで
▶展示会場　広島県立美術館　地下１階　県民ギャラリー
　　　　　　 （広島市中区上幟町２番 22 号）
▶入場料　　無料
問広島県障害者支援課　IP ☎０８２－５１３－３１５５

あいサポートアート展が開催されます！

【日常生活用具一覧】

日常生活用具を給付します
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年金生活者支援給付金は、公的年金などの
収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者
の生活を支援するために、年金に上乗せして支
給されるものです。

受け取りには請求書の提出が必要です。案
内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）
が実施します。
▶対象
①老齢基礎年金を受給している人
　□ 65 歳以上
　□世帯員全員が町民税非課税
　□年金収入額とその他所得額の合計が約 88
　　万円以下
②障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人
　□前年の所得額が約 462 万円以下
※それぞれ要件を全て満たしている必要があり
　ます。

▶請求手続き
①平成31年4月1日以前から年金を受給している人
　対象となる人には、日本年金機構から請求手
続きの案内が 9 月上旬から順次届いています。
同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）
を記入し、早めに提出してください。
②平成31年4月2日以降に年金を受給し始めた人
　年金の請求手続きとあわせて、年金事務所ま
たは町民課で請求手続きをしてください。
▶届け出先
日本年金機構（年金事務所）

問町民課 住民係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

10 月から年金生活者支援給付金制度が始まりました

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や
案内にご注意ください

  日本年金機構や厚生労働省が、口座番号を聞いたり、
手数料などの金銭を求めることはありません。
 年金生活者支援給付金の請求で困ったときには、給
付金専用ダイヤルへ電話してください。

給付金専用ダイヤル
☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

国税庁では以下の取り組みを
実施しています

www.nta.go.jp
国税庁
税を考える週間 検索
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初秋の八幡高原を駆け抜ける
八幡高原聖湖マラソン大会
　９月１日（日）、恒例の「第36回八幡高原聖
湖マラソン大会」が今年も開催され、2010人
のランナーがエントリーしました。
　当日はあいにくの雨でしたが、ランナーたち
は日頃のトレーニングの成果を発揮。夫婦で参
加した男性は、「この時期貴重なマラソン大会。
運営するスタッフや地域の皆さんには本当に頭
が下がる。ぜひ今後も大会を続けていってほし
い」と話しました。

ハーフマラソンのスタート

案内人と楽しむ樽床　シリーズ１　
トークショー「いまなぜ民藝か？」
　９月７日（土）、明治大学の鞍

く ら た

田 崇
たかし

先生を講
師に招き、「いまなぜ民

みんげい

藝か？」と題したトー
クショーを、樽

たるとこ

床民家（清水庵）で行いました。
　鞍田先生は、暮らしの道具に美を見出した「民
藝」の考え方について、樽床地域を取り上げな
がら話しました。
　町内外から 34 人が参加し、会場は満員。樽
床民家リニューアルオープンの記念にふさわし
いイベントになりました。

樽床民家でのトークショー

和太鼓が海を渡って交流をつなぐ
ドミニカ共和国に和太鼓を寄贈！
　2020 年の東京オリンピックホストタウンに
なっているドミニカ共和国の在ドミニカ共和国
日系人協会へ和太鼓を寄贈します。
　寄贈する和太鼓は、芸北地域在住の河

こ う の
野 

英
ひ で き

輝さんが製作し、無償で提供されました。
　今後、この和太鼓は外務省を通じ、同協会へ
届けられる予定で、日系移住者や現地の人も多
く参加する盆踊り大会、学校行事など日本文化
を継承するイベントに使用されます。

河野さんと寄贈した太鼓（写真手前）

第 44 回 とよひら神楽競演大会
上石・琴庄神楽団が優勝！
　９月８日（日）、豊平地域の９神楽団が技を競
う「第 44 回 とよひら神楽競演大会」がとよひ
らウイング（北広島町都志見）で開催され、多
くの神楽ファンが白熱の舞いを堪能しました。
　審査の結果、旧舞の部は「天神」で上石神楽団、
新舞の部は「日本武尊」で琴庄神楽団が見事優
勝。なお、個人賞は、舞の部で琴庄神楽団の東

ひがし
 

成
まさのり

憲さん、楽の部で阿坂神楽団の栗
くりすえ

末 あいりさん
がそれぞれ受賞しました。

新舞の部で優勝した琴庄神楽団「日本武尊」
奥側中央が川上梟帥を舞う東さん

本大会の開催に伴う CO2 排出量の一部を北広島町もくもくクレジットで
オフセットしました
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きたひろ学び塾～Ｗｉｔｈ
家庭教育講演会
　９月 17 日（火）、役場本庁で講師に愛媛大
学大学院教授の白

しらまつ
松 賢

さとし
先生を招き、家庭教育

講演会「インターネット時代の子育て - 昔には
戻れない中で -」を開催しました。
　100 人を超える聴講者が参加し、熱心に「デ
ジタルネイティブ世代」と言われる子どもたち
との関わり方などについて学びました。聴講者
の男性は、「疑問に思っていたことを解決する
ためのヒントを得た」と話しました。

認知症について知ろう
世界アルツハイマーデー記念講演会
　９月 29 日（日）、オレンジリング週間にあ
わせて、世界アルツハイマーデー記念講演会を
千代田開発センターで行いました。
　精神科医師であり、自らも認知症の妻を介護
している松

まつもと
本 一

いっしょう
生医師は、基調講演のなかで

「認知症の人の家族は一人で抱え込まず、地域
での協力者や介護のことを話せる仲間をつくる
ことが大切」と話し、地域での家族支援の重要
性を訴えました。

「地域の教育力が大切」と話す白松先生

自らの介護体験や、医師としての立場を踏まえて講演する
松本診療所（ものわすれクリニック）院長の松本医師

松明行列や神楽奉納など
乙九日 炎の祭典
　９月 28 日（土）、室町時代の「雄

お が は ら
鹿原合戦」

にちなんだ催し「第 27 回乙
お と く ん ち

九日 炎の祭典」が、
亀山八幡神社（北広島町宮地）周辺で開催され
ました。
　ひろしま県民文化百選の御

ご じ ん こ う
神幸をはじめとし

て、甲
かっちゅう

冑姿の武者や一般参加者による松
たいまつ

明行列
が行われたほか、花火の打ち上げや和太鼓の演
奏、大松明ねり回し、神楽奉納などが行われ、
多くの来場者を楽しませました。

地方創生に係る包括連携に関する協定
㈱もみじ銀行・㈱YMFG ZONEプ
ランニングとの包括連携協定を締結
　９月25日（水）、町・㈱もみじ銀行・㈱YMFG 
ZONEプランニングの三者で、地方創生に係る
包括連携に関する協定を締結しました。
　この協定により、民間企業の持つ情報やノウ
ハウ、ネットワークを活用し、より効果的に地
方創生に向けた事業を実施します。まずは人づ
くりを目指す「きたひろ学び塾～With」につい
て連携して取り組みを進めます。

甲冑姿の武者が先頭を歩く松明行列

左から㈱もみじ銀行小田取締役頭取、箕野町長、
㈱ YMFG ZONE プランニング椋梨代表取締役
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備
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
必
要
な

資
金
に
つ
い
て
、
雇
用
形
態
や
保
険
・

年
金
と
い
っ
た
内
容
も
踏
ま
え
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
・

寡
婦
、
こ
れ
か
ら
ひ
と
り
親
に
な
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
人

日
時　
11
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　
千
代
田
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

主
催　
（
一
財
）
広
島
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
福
祉
連
合
会

※
参
加
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

※ 

定
員
（
10
名
）
に
な
り
次
第
、
募
集

を
締
め
切
り
ま
す
。

問・予
広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

   
購
入
引
換
券
交
付
申
請
締
め
切
り

８
月
中
旬
、
住
民
税
非
課
税
者
に
対

し
て
、
北
広
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

北
広
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
係
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
期
限

11
月
29
日
（
金
）

※ 

交
付
申
請
を
し
た
人
へ
購
入
引
換
券

を
送
付
し
ま
す
。

販
売
額　
１
セ
ッ
ト　
４
，
０
０
０
円

（
５
０
０
円
券
×
10
枚　
５
，０
０
０
円
分
）

※
購
入
限
度
５
セ
ッ
ト
ま
で

販
売
期
間　

　
　
令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
）
ま
で

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　

  

支
払
い
回
数
変
更

　
令
和
２
年
１
月
支
払
い
分
か
ら
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
払
い
回
数
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

変
更
前　
年
３
回

　
　
　
　
　
　
（
４
月
・
８
月
・
12
月
）

変
更
後　
年
６
回

（
１
月
・
３
月
・
５
月
・
７
月
・
９
月
・

11
月
）
の
隔
月
支
払
い

　
支
払
い
月
に
前
月
ま
で
の
２
か
月
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
文

末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
か
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

ア
ル
コ
ー
ル
訪
問
相
談　
　
　
　

　
お
酒
の
飲
み
方
に
悩
ん
で
い
る
、
お

酒
を
飲
ま
な
い
と
な
か
な
か
寝
付
け
な

い
な
ど
、
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族
な
ど
の
自
宅
へ
訪
問
し
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
　

　
11
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

相
談
担
当
者

広
島
断
酒
ふ
た
ば
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
中な
か
た田 

克か
つ
の
り宣
氏
・
保
健
師

※
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
家
族
だ
け
の

相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
生
活
の
中
で
精
神
的
な
し
ん
ど
さ
、

不
安
や
悩
み
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
、

関
係
者
は
、
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

会
場　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

担
当
医
師　

Ｊ
Ａ
広
島
厚
生
連

吉
田
総
合
病
院
精
神
神
経
科　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

川か
わ
し
た下 

芳よ
し
お雄
医
師

※
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
家
族
だ
け
の

相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
・
予
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
　

 

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

　

就
職
活
動
・
離
転
職
セ
ミ
ナ
ー

「
今
後
、
必
要
な
お
金
は
ど
の
く
ら

い
？
」「
今
の
収
入
で
大
丈
夫
？
」
と

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
働
き
方

や
子
ど
も
の
進
学
・
教
育
、
老
後
の
準
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司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

  

無
料
法
律
相
談
会

中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会
が
、
今

年
も
当
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
や
成
年
後
見
、近
所
ト
ラ
ブ
ル
、

空
き
家
の
問
題
、
借
金
、
登
記
手
続
き

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
司
法
書
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日(

日)

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
役
場
本
庁　
２
階
会
議
室

　
平
日
は
仕
事
な
ど
で
な
か
な
か
相
談

で
き
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
は
電
話
で
の
相
談
も
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
☎
０
１
２
０
‐
３
３
３
‐
６
５
３

問
日
本
司
法
書
士
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

　
　

 

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
公
益
委

員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
の
三

者
構
成
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
で
、
話
し
合

い
に
よ
り
、
事
業
主
と
労
働
組
合
・
労

働
者
個
人
と
の
紛ふ
ん

争
の
円
満
な
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

問
広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

 

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
１
６
２

　

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
入
校
生
の
募
集

　
令
和
２
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
な
ど　

　
〇
自
動
車
整
備
科

　
　
　
　
（
２
年
間
・
高
卒
見
込
み
者
）

　
〇
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

　
〇
建
築
科
（
１
年
間
）

　
〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
か
月
）

　
※ 

見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者　
令
和
元
年
度
の
卒
業
生
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

募
集
期
間　
10
月
31
日
（
木
）
必
着

選
考
日　
11
月
18
日
（
月
）

選
考
内
容　
数
学
・
国
語
・
面
接

合
格
発
表　
11
月
29
日
（
金
）

問
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
　

 

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
４
３
９

　

家
族
介
護
教
室

　
安
全
で
快
適
な
移
動
や
移
乗
（
ベ
ッ

ド
か
ら
車
椅
子
へ
移
る
）
な
ど
の
介
助

を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
手
順
や
注
意

点
を
学
び
ま
す
。
移
動
や
移
乗
に
便
利

な
福
祉
用
具
も
紹
介
し
ま
す
。

　
介
護
し
て
い
る
家
族
、
介
護
に
関
心

の
あ
る
人
、
施
設
職
員
な
ど
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

会
場　
か
ら
し
ろ
館

内
容　
講
義
・
実
演

「
リ
ハ
ビ
リ
職
か
ら
学
ぶ
介
助
の
コ
ツ
」

講
師　
医
療
法
人
社
団
も
み
の
木
会　

大
朝
ふ
る
さ
と
病
院

　
　
　
　
作
業
療
法
士　
増ま
す
中な
か 

聡さ
と
し 

氏

料
金　
無
料

　
教
室
終
了
後
に
は
認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
に
は
、
１
０
０
円

の
飲
食
代
が
必
要
で
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
IP
☎
１
８
５
３

防犯功労者表彰・感謝状
寺敷さん・杉本さんが表彰されました
　７月 30 日（火）、芸北オークガーデンで開催された山
県防犯連合会総会で、長年にわたり地域安全活動や地域
住民の防犯意識の普及高揚、青少年の健全育成活動に努
め、犯罪のない安全で安心な住みよい町づくりに貢献した
功績が認められ、山県防犯連合会・山県警察署から、寺

てら

敷
しき

 
義
よしあき

昭さん（千代田）に防犯功労者表彰状が、杉
すぎもと

本 武
たけのぶ

信さ
ん（大朝）に感謝状が手渡されました。左から杉本さん、寺敷さん
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誕生

大
正
８
年

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
締
結

1919

6 歳

大
正
14
年

日
本
初
の
ラ
ジ
オ
放
送

1925

12 歳

昭
和
６
年

満
州
事
変

1931

18 歳

昭
和
12
年

日
中
戦
争

1937

22 歳

昭
和
16
年

太
平
洋
戦
争
開
戦

1941

26 歳

昭
和
20
年

太
平
洋
戦
争
終
戦

1945

32 歳

昭
和
26
年

第
１
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

1951

41 歳

昭
和
35
年

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

1960

47 歳

昭
和
41
年

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

1966

53 歳

昭
和
47
年

上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
公
開

1972

63 歳

昭
和
57
年

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
発
売

1982

68 歳

昭
和
62
年

世
界
同
時
株
安

1987

72 歳

平
成
３
年

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

1991

76 歳

平
成
７
年

野
茂
英
雄
が
メ
ジ
ャ
ー
挑
戦

1995

82 歳

平
成
13
年

９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ

2001

89 歳

平
成
20
年

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

2008

100 歳

令
和
元
年

タ
ピ
オ
カ
大
ブ
ー
ム

2019

百
歳
年
表

　今年度、めでたく 100 歳を迎えた
人に、内閣総理大臣から祝状と記念品、
町から祝状と敬老金がそれぞれ贈られ
ました。ご長寿おめでとうございます。

田
たなべ
邉�靜

しず え
江さん

（阿坂）

堀
ほった
田�恭

ゆき え
惠さん

（壬生）

伊
いとう
藤�三

さ く え
九江さん

（東八幡原）

角
かど
�タマ子さん
（本地）

品
しながわ
川�富

とみ こ
子さん

（後有田）
増
ますだ
田�ハツ子

こ
さん

（本地）

小
お だ
田�静

しず こ
子さん

（阿坂）

香
かがわ
川�キヨコさん
（戸谷）

向
むかい
井�ハルさん
（都志見）

兼
かねさだ
定�一

かず え
枝さん

（今田）

野
の だ
田�マツ子

こ
さん

（都志見）

亀
きほう
寳�フミエさん
（下石）

本
ほんだ
田�ミツヱさん
（岩戸）

政
まさき
木�ミツヱさん
（移原）

舛
ますだ
田�ツギヱさん
（吉木）

政
まさき
木�佐

さ つ こ
津子さん

（東八幡原）

※写真は10月１日時点で町内に在住している100歳の人を掲載しています。
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慌てないで！災害後の住宅修理トラブル

Stop
費者トラブル消

事例
　台風で屋根が破損し、
雨漏りしたので、慌て
て手元にあったチラシの
事業者に電話して来ても
らった。応急処置として
ブルーシートを掛けても
らい、屋根のふき替え工
事をしてもらうことになったが、工事代金が約200万
円と高額だった。もっと安い屋根材を使うようお願い
したが、「これしか扱っていない」と言われた。雨漏
りで困っていたこともあり契約したが、やはり高額な
ので解約したい。（70歳代　女性）
≪ひとこと助言≫　
● 豪雨や台風など自然災害による被害で、住宅の修理

などが必要な場合でも、慌てずに複数の事業者から
見積もりを取ったり、周囲に相談したりしたうえで
慎重に契約しましょう。

● 安心して依頼できる事業者について、日ごろから情
報を集めておくことも大切です。

● 自然災害が起きた後は、住宅修理や便乗商法などの
様々な相談が寄せられます。困ったときは、早めに
北広島町消費生活相談室へ相談してください。

（参考：見守り新鮮情報　第 343 号）

［9 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,592 人 （51 減）

    転　入 42 人

    転　出 66 人

　 出　生 5 人

　 死　亡 32 人

    世帯数 8,604 世帯 （22 減）

●町県民税［�3 期�］
●国民健康保険税［�4 期�］
●後期高齢者医療保険料［�4 期�］

●固定資産税［�４期�］
●国民健康保険税［�５期�］
●後期高齢者医療保険料［�５期�］

 10月31日（木）

 12月 ２日（月）

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町消費生活相談室
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

問�広島県生活センター�
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問�北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Population 人口と世帯

>>> Questionnaire 読者アンケート

求人情報
　町では、無料職業紹介を行っています。
　町内での就職を考えている人は、気軽
に相談してください。　
問 北広島町求人情報センター　

（企画課 定住推進係内）
IP ☎０５０－５８１２－ 1 ８５６

町内求人情報の
検索はこちら

北広島町
求人情報 検索

　広報きたひろしま 11 月号に関するアンケートに答
えた人の中から、ゆるキャラ ® グランプリ 2019 に
エントリーしている「花田舞太郎」のぬいぐるみ引換
券を、抽選で１人にプレゼントします。
　上記の二次元バーコードを読み込み、町ホームペー
ジのアンケートフォームから回答してください。
応募締め切り　11 月 14 日（木）
応募資格　　　町内に在住の人（1 人につき 1 回まで）
引き換え場所　道の駅舞ロード IC 千代田　観光案内所
※ 当選者の発表は、引換券の発送をもって代えます。
※ 個人情報は、引換券の発送のためにのみ使用します。

問 総務課 情報電算係
IP ☎０５０－５８１２－ 1 ８５０

プレゼント提供　（一社）北広島町観光協会

アンケートは
こちらから！
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№
 177  令

和
元

年
10月

18日
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.40

【訳】いいぞ！

ブエーナ！

¡Buena!

【大賞】「朝焼け」　〔撮影場所：芸北地域〕
︻
第
13
回︵
平
成
30
年
︶大
賞
︼

　

　
　
　
　
　
　
　
撮
影
者　
吉よ
し
だ田

一か
ず
し志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
広
島
市
安
佐
南
区
︶

　
昨
年
10
月
下
旬
、
雲
海
を
撮
影
す
る
た
め
、
午

前
３
時
30
分
く
ら
い
に
家
を
出
て
、
午
前
５
時
頃

に
掛
頭
山
に
着
き
ま
し
た
。

　
日
の
出
ま
で
雲
海
を
待
ち
ま
し
た
が
、
風
が
あ

り
、
雲
海
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
下
山
し
、

霧
ヶ
谷
湿
原
で
空
を
見
る
と
、
雲
が
赤
く
色
づ
い

て
い
ま
し
た
。
空
を
多
く
入
れ
る
た
め
、
レ
ン
ズ

を
広
角
に
し
、
画
面
の
中
心
に
な
る
も
の
を
探
し

な
が
ら
、
芸
北
高
原
の
自
然
館
の
方
向
へ
移
動
し

て
、
中
心
に
な
る
木
を
見
つ
け
、
10
分
ぐ
ら
い
撮

影
し
ま
し
た
。

　
「
朝
焼
け
」
を
大
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
大
変

感
激
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
北
広
島
町
へ
足
を
運
び
、
四
季

折
々
の
自
然
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
く
元
気
に

撮
影
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


